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1. エグゼクティブサマリー 

本レポートでは、2025年3月に開催した「工業会横断セミナー スマート製造の旅#7」 について報告する。「工業会横断

セミナー」は、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム委

員会）国内審議団体の傘下の工業会横断委員会（以下「工業会委員会」と言う）が企画・運営するものであり、今回は

その第7回目となる。 

 

工業会委員会では、製造業におけるDX化（スマートマニュファクチャリング）に対し「バリューチェーンの全てがデジタル化さ

れると、自らのビジネスや業務プロセスにどのようなインパクトがもたらされるのか？」という問題意識のもと「工業会連携：製造

業の動向・将来検討」に取り組んでおり、本セミナーはその活動の一環として開催した（「2. 背景」参照）。7回目の今回は、

「荏原製作所におけるDXの取り組み ー 経営～業務部門～IT 部門の三位一体の企業変革 ー」と題し、株式会社荏原製

作所 執行役CIO（情報通信担当）小和瀬 浩之様に、ご講演いただいた。（「3. 開催概要」、「付録 講演資料」参

照）。 

 

講演では、多彩なタレントを募り結成したDSTチームによる攻めのDXの取組と、グローバル経営に向けたERPの導入による

守りのDXなどが説明された。質疑ではITとOTを統合的に扱う課題やERP導入のポイントなど、更に理解を深める議論が交わ

された（「付録 講演資料」「５.セミナー当日のQ＆A」参照）。後日実施したアンケート（「4. 開催結果」参照）では、特

別講演について、「攻めのDXによる既存ビジネスの変換・新規ビジネスの創造は事業戦略そのもの。」「デジタルトリプレットの

考え方を概念だけでなく実行している事例を初めてみたが、自社の事例にも適用可能と思われる。」「経営者のいう事がぶれ

ない。これが一番大事!というキーポイントはどこの会社も同じだと共感が出来た。」「実務部門との関係で悩んでいるが、解決

に向けヒントが得られて、非常に有意義であった。」「3Dパラメトリックの自動設計の活用についてはもっと深掘りしてお話を聞き

たい内容でした。」などの肯定的な意見が多数聞かれた。また、「弊社とのギャップがありすぎる状況でしたが有益な情報」、「国

内でこのレベルの活用に追いつくのは、一握りの企業に限られる。数の多い中小企業にDXの普及を促すことも必要では?」な

ど、講演内容と自社や国内のレベルとのギャップを指摘する意見もあった。特別講演、質疑・議論に対し、各々、94％が有益

だった、比較的有効だったとの回答が得られ、好評であった。工業会横断委員会が開催した本セミナーに対しては、「Q&Aに

多くの時間が割かれており、飽きさせない工夫がなされていてよかった。」といった肯定的な意見の中に、「一部の人の意見交換

になっている感じがしました。」といった声も寄せられており、これらの意見を活用して今後の企画・運営に活用していきたい。 

 

今回は、7回目の開催となり、前回に引き続き盛況のうちに無事終了することができた。特別講演の講師をお勤めいただい

た株式会社荏原製作所 執行役CIO（情報通信担当）小和瀬 浩之様、当日聴講いただいた参加者の皆様のお力添え

の賜物と心から感謝申し上げる。次回以降も皆様と双方向のコミュニケーションを心がけ、共に「スマート製造の旅」を歩み続

けていけると幸いである。 
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2. 背景 

本セミナーは、IEC/SyC SM（Systems Committee Smart Manufacturing、スマートマニュファクチャリング システム

委員会）国内審議団体の傘下の工業会委員会にて2020年より取り組んでいる「工業会連携：製造業の動向・将来検討 

～DX化がもたらす製造業の将来予測検討～」の活動の一環として開催するものである。工業会委員会は、IEC/SyC SM

国内審議団体における国際標準化活動を支援することをミッションとして、2018年に設置された。スマートマニュファクチャリン

グ分野に関連する国内12の工業会（巻末参照）ならびに経済産業省がメンバー（委員およびオブザーバ）として参画して

おり、工業会を横断した国内ではユニークな組織体制となっている。「製造業の動向・将来検討」の活動は、そのような特性を

活かして国内製造業に対し以下の貢献を果たすことを目標としている。 

 スマートマニュファクチャリング分野のステークホルダーへの情報共有、DX化に対する意識喚起 

 工業会に参画している企業への動向や事例などの情報共有 

 工業会の見解を取り入れた実用性の高い将来予測の策定、ならびにそれに基づく標準化項目の抽出、およびそ

こから導かれた標準化方針の関係省庁への提言、政策との連携を視野にいれた協力体制強化 

 上記実施過程における工業会連携の強化 

活動の全体イメージを図1に示す。活動は、①事例調査、②セミナーによる情報共有、③将来予測の検討、の3ステップで

進めていく。本セミナーは②に該当し、将来予測検討をより有効に実施するためのベース作りとして位置付けている。 

 

図1 DX化がもたらす製造業の将来予測検討の全体イメージ 
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3. 開催概要 

3.1 セミナータイトル 

工業会横断セミナー スマート製造の旅 #7 

 

3.2 趣旨 

デジタル化の波は製造業を含むあらゆる業種に押し寄せている。その力は単なる効率化だけではなく、産業構造や社

会を変える潜在力を持っており、我々はこの力を使って環境問題など多様な社会課題に立ち向かっていく必要がある。そ

してこれらはもはや個社で対応できる範囲ではなく、産業界での協調の取り組みが必要となる。製造業においてもこの先

10年、30年先の在り方に向けた取り組みが始まっている。本セミナーでは、「他者とのつながり」で価値創出を行うビジネ

ス事例を共有し、製造業における変革とスマートマニュファクチャリングの可能性を探ることを目的とする。 

 

3.3 主催 

IEC スマートマニュファクチャリング システム委員会 国内審議委員会 工業会横断委員会 

 

3.4 後援（工業会委員会参加 12 団体、五十音順） 

(一社) 情報通信ネットワーク産業協会  (一財) 製造科学技術センター 

(一社) 電子情報技術産業協会   (一社) 日本機械工業連合会 

(一社) 日本工作機械工業会   (一社) 日本産業機械工業会 

(一社) 日本自動車工業会   (一社) 日本自動車部品工業会 

(一社) 日本電気計測器工業会   (一社) 日本電機工業会 

(一社) 日本電気制御技術工業会  (一社) 日本ロボット工業会 

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会 

 

3.5 対象 

工業会委員会に所属する企業・団体の皆様 

 

3.6 日時 

2025年3月11日 15:00 - 17:00 

 

3.7 形式 

オンライン 

 

3.8 参加費用 

無料 
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3.9 プログラム 

① スマートマニュファクチャリングについて                 （工業会委員会  10 分） 

② 特別講演 「荏原製作所における DX の取り組み 

ー 経営～業務部門～IT 部門の三位一体の企業変革 ー」  （講演者  40 分） 

③ Q＆A、意見交換                               （講演者・参加者 60 分） 

④ アンケートのお願い                              （工業会委員会 10 分） 

 

3.10 特別講演の紹介 

① 講師 

株式会社荏原製作所 執行役CIO（情報通信担当） 

小和瀬 浩之氏 

 

② 講演概要 

荏原グループでは、グローバル企業として発展するために、全社をあげて DX による「企業風土の改革」「業務の

効率化」「組織やビジネスモデルの変革」を進めています。さらに、インターナショナル経営からグローバル経営への転

換のために、経営～業務部門～IT 部門が一体となり、基幹システムを含めた情報基盤のグローバル化を推進して

います。今回は、荏原グループの企業変革への挑戦についてご紹介します。 

 

 

4.開催結果 

4.1 参加状況 

① セミナー申込者数 ：95 名 

② 聴講者数 ：69 名（途中退出者含む） 

 

4.2 アンケート 

① 実施期間 ：2025 年 3 月 11 日～2025 年 3 月 25 日 

② 回収率   ：51.6%（申込者ベース）回答者数 49 名／申込者数 95 名） 

71.0%（聴講者ベース）回答者数 49名／聴講者数 69名） 

  



7 
 

質問リスト 

  内容 

Q1 「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #7」を聴講されましたか？ 

Q2 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

Q3 【特別講演】 「荏原製作所における DX の取り組み ー 経営～業務部門～IT 部門の三位一体の企業

変革 ー」 の感想をお聞かせください。 

Q4 講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 

Q5 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

Q6 講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

Q7 本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 

Q8 セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

Q9 本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、情報共有や議

論の場をご提供しています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご要望等をお聞かせください。 

Q10 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジ

ネスがつながることが想定されます。スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の期待するところは

何でしょうか？ 

Q11 将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジ

ネスがつながることが想定されます。スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の不安に思うところ

は何でしょうか？ 

Q12 貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化す

べきことや協調領域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課題が考えられるでしょうか？ 

Q13 貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準

化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課題が考えられるでしょうか？ 

Q14 貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？ 

Q15 貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

Q16 貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 

Q17 貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

Q18 貴方の所属部門を教えてください。 

Q19 貴方の役職を教えてください。 

Q20 本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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Q1. 「工業会横断セミナー スマート製造の旅 #7」を聴講されましたか？ 

 

Q2. 工業会横断セミナーの参加は今回で何回目ですか？ 

 

 

 

Q3. 【特別講演】 「荏原製作所における DX の取り組み ー 経営～業務部門～IT 部門の三位一体の企業変革 ー」 の感

想をお聞かせください。  
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Q4.講演後の Q＆A、意見交換の感想をお聞かせください。 

 

Q5.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。 

 

Q6.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

カテゴリ Q6.講演や Q＆A、意見交換を含めたセミナー全体の感想をお聞かせください。（自由記述） 

有意義 攻めの DX による既存ビジネスの変革、新規ビジネスの創造は事業戦略そのものであり、DX 起

点よりもスマート化による変革起点で結果的に DX となることを再認識した。 デジタルトリプレット

の考え方を概念だけでなく実行している事例を初めて見たが、自社の事例にも適用可能と思われ

る。 スマート化による生産性向上に向けてデータ連携によりサプライヤを巻込むことに、言行一

致、密なコミュニケーション、失敗を恐れずチャレンジ、自ら実践・行動を実践したい。 

情報システムだけではなく、生産計画など経営的な話もあり、大変勉強になりました。DX がなか

なか進まない現状を打破するためにはトップを巻き込んで提案したいと思います。また属人化して

いる仕組みがありますので、専門部隊を設けて全社的に取り組む必要があると感じました。 

今回 DX、デジタルツインなど活用されている企業様の講演でしたので自社の活動と照らし合わせ

て参考となった。一方、自分は OT 部門側の立場なのでそういった観点での情報ももう少しあった

ほうがよかったとは思う。 

全編を通じて DX 導入でためになるお話が多かった。 この中で「経営者のいう事がぶれない。これ

が一番大事！」というキーポイントはどこの会社でも同じだと共感が出来た。DST の組織作りのお

話しも印象に残った。 

DX は課題を明確に、あるべき姿を決めること。導入にあたり標準化を定めること。システム導入は

手段でありしっかりとした目的を持つことが重要であることを学べた。荏原殿のテキスト送付願いま

す。 
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経営の役割、経営との関係を明瞭を示唆いただきたいへん学びがありました。 具体的な項目とし

て３D パラメトリックの自動設計の活用についてはもっと深彫りしてお話を聞きたい内容でした。 

DX による成功事例としてお聞きしていましたが、省エネと同様に担当者だけの対応では困難であ

り、三位一体が不可欠である事を改めて理解させて頂きました。 

非常に有益な講義でした。経営～業務部門～IT 部門が一体となり、推進できることもあると思う

ので当社の上層部にも是非受講して欲しいと感じました。 

日本の典型的企業での DX 事例での、「実装」が目的になってしまう。という有る有るが、手に取

るようにわかりました。 

製造現場やシステム説明ではなく、目的とそのための取り組みに重点を置いたお話が中心で非常

に勉強になりました。 

まさに苦労している部分での参考になる取り組みが聞け、非常に有用でした。 やはり、標準化が

大事ですね。 

今回のテーマは自分の直接的な担当業務ではなかったが、他社の事例や考え方を聞けるのは有

意義だった。 

強いリーダーシップを持って、会社を引っ張られていると思った。自社でも参考に出来そうな点があっ

た。 

DX 推進の成功事例を聞く事が出来て有益だった。講演者が自信をもって語られており説得力が

有った。 

素人の私ですが興味ある分野ですので勉強になりました。今後も機会を設けて頂けましたら幸い

です。 

普段、実務部門との関係で悩んでいるが、解決に向けたヒントが得られて、非常に有意義であっ

た。 

普段、実務部門と情報システム部門との関係に悩んでいたが、ヒントが得られて、有意義であっ

た。 

荏原殿を実例に説得力があった。また世界の中の日本の状況に関しても言及があり参考になっ

た。 

実体験（実績）を踏まえた具体的なお話しをしていただき、理解が深まりました。 

現場で実践された話を体系的にご説明いただいてとても有益でした。 

荏原様での取組みが一部、理解出来て、大変有意義な内容でした 

経験、経歴が豊かな講演を聴講でき、大変勉強になりました。 

実際に取り組まれたことをきけてありがたいセミナーでした。 

DX 取り組むための心構え・考え方が理解でき良かった。 

先進企業の取り組み例、考え方として参考になった。 

大変参考になりました。ありがとうございました。 

DX と経営戦略のつながりを知ることができた。 

企業での取り組み状況が分かり有益でした 

とても興味深い内容で勉強になりました 

トップが大事だと理解しました。 
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非常に良かった 

とても良かった 

有意義でした 

実現レベル 荏原製作所の DX 活用は国内でも最先端でトップクラス。世界の状況からは遅れるかもしれない

が、国内でこのレベルの活用に追いつくのは、一握りに企業に限られる。数の多い中小企業に DX

の普及を促すことも必要では？ 

弊社の DX 構想に近い話を伺えて、共感を持てた。（実現している状態は随分差があります

が） 

弊社とギャップがあり過ぎる状況でしたが、有益な情報となりました。 

講演の難易度 自社にあてはめながら聴講できれば、非常に有益だったのではないかと思われますが、私の準備（知識）

不足であったように感じました。 

不勉強のせいだと思いますが、聞きなれない単語があり（3 文字の英単語）、その点では少し理

解ができなかった。 

自慢と専門用語が多くついていけなかった。何が課題でどのように解決していったのかが良く分から

なかった。 

業種が異なる為、理解の難しいところがありましたが顧客の具体的な取組や課題がわかり勉強に

なりました。 

自身の勉強不足が原因で、せっかくの貴重な内容をしっかりと理解することができませんでした。 

勉強不足で内容が難しく理解が出来ない部分が多かったので、勉強してから再度臨みます。 

話の内容が高度過ぎて、事前に予習しないといけないと感じたほどでした。 

事前に資料があるとより理解しやすいと感じました。 

運営 Q&A に多く時間が割かれており、飽きさせない工夫がなされていて、よかった。 

一部の人の意見交換になっている感じがしました。 

質疑応答時間が充分にあって良かった。 
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Q7.本セミナーを人に薦めたいと思いますか？ 

 

Q8.セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

カテゴリ Q11.セミナーでどのようなテーマを取り上げて欲しいですか？（例：脱炭素） 

効率化 工場運営における ERP、MES、SCADA など層別の生産性改善の取り組み事例など 

労働者不足、熟練者不足に対するソリューション 

属人化からの脱却 

管理間接の省人化 

自動化、省人化 

省人化、効率化 

脱属人化 

DX DX や CN の成功事例や失敗事例を参考にさせて頂きたいです。 

DX の製造現場でのリアルな取組事例を垣間見れるセミナー 

DX の体系化 

CN カーボンニュートラル、サーキュラエコノミー 

NetZero 

ＣＮ取組み 

サプライチェーン サプライチェーンマネジメント 

サプライチェーン網や BCP 

調達、物流 

DPP 世界の Digital Product Passport の動向と欧州バッテリーパスポート、ESPR DPP との関連性 

脱炭素（PCF/CFP）対応事例、デジタル製品パスポート（DPP）対応事例など 

データスペース 業界横断の EDI 化（オーダーProcess だけでなく、もっと全体視点での EDI 化） 

データ基盤、データスペース 

生成AI 業務における生成 AI の活用 

生成 AI 

FA課題 ファクトリーオートメーションに関わる実例や導入において、ハードルになったことなど成功例失敗例

をテーマとして挙げて頂きたい 

工場マネジメント 工場の各種マネジメント課題についてお聞きしたいと思います。 

技術トレンド 各工業会の最近の技術トレンドの紹介と将来展望など 

セキュリティ 終わりのないサイバーセキュリティ 

設計プロセス 最新の設計プロセス 
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意思決定 意思決定 

海外規格 海外規格 

 

 

Q9.本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、情報共有や議論の場をご提

供しています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご要望等をお聞かせください。 

カテゴリ Q9.本セミナーでは、工業会を横断して国内製造業のステークホルダーの方々にお集まり頂き、情報共

有や議論の場をご提供しています。このような取り組みについて、ご感想・ご意見・ご要望等をお聞かせく

ださい。 

横断的取組がよ

い 

各社に共通する課題で、業界の競争とは異なる部分においては、様々な情報交換を通じて、自

社の立ち位置や足りない点を知ることができ、有益と思う。 

産業ドメインと工業会の関係が整理できているのか、いないのか不透明な中、工業会を横断した

意見交換はとても有意義だと思います。 

工業会を横断してこのようなセミナーを開催いただくことは大変有意義に思います。 

工業会横断とすることで幅広いテーマのセミナーに参加できる機会が得られる 

様々な業界を横断して行う事が非常に有意義と思います。 

積極的に開催し

欲しい 

他社の状況を知る機会は限られていますので、今後も取り組んでいただきたいです。経営者だけ

ではなく、現場に近い方など様々な立場で議論できればと思います。 

セミナーは積極的に開催して欲しい 

QA が良い  Q＆A を聴講させていただき、それぞれが経験を踏まえながら質疑されているので議事として残して

公開してほしいと思いました。 

QA のようなやりとりは、講演では聞けない部分の話もあり、生の声であり非常によかったです 

積極的に開催して

ほしい 

他社の状況を知る機会は限られていますので、今後も取り組んでいただきたいです。経営者だけ

ではなく、現場に近い方など様々な立場で議論できればと思います。 

セミナーは積極的に開催して欲しい 

最近のトレンドを

学びたい 

初めてセミナーを視聴したので、詳しくは分からないのですが最近のトレンドを学べる場を提供いた

だけると嬉しいです。 

政府レベルで実施

されるべき 

日本の製造業を盛り上げるため、もっと、日本政府レベルで戦略的に実際されるべきだと感じた。 

有意義 業界情報や課題などを共有いただける場は貴重なのでよいと思う。 

コミュニケーションの場として非常に有益な活動で助かります。 

できるだけ参加させていただきたいと考えています。 

多方面での意見や情報は参考になると感じました。 

非常に有益な取り組みなので次回も参加したい 

非常に興味深く拝聴させていただきました。 
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有意義であり、今後も続けていただきたい。 

今後も継続し、内容も充実させて欲しい 

よい取り組みだと思います。 

良い取り組みだと思う 

企業事例は参考になる 

とても参考になります 

とても参考になる。 

良いと思います 

非常によい 

その他 各社の意思決定の効率化の仕組み作り 
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Q10.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながる

ことが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の期待するところは何でしょうか？ 

カテゴリ Q10.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で

貴方の期待するところは何でしょうか？ 

ビジネス ソリューションビジネスになっていくが、国内ユーザからの課金などが難しく、これらに課金できる風潮が一

般化することを期待します。 

ビジネスとしてつなげるために、素材・部品・製品の SCM だけでなく、製造に必要な 4M 及び ECM も

含めて議論が必要だと考えます。 

日本の伝票票・帳票文化からの IoT,DX への脱却をはかるための、経営層、現場管理層、担当者す

べてのマインドが必要 

データ共有 工程、領域毎にスマートマニュファクチャリングの適用の主体や時期が異なっても、一貫性があり連携齟

齬の発生を回避できる設計思想、及び導入・マネジメント手法。 

自社だけでなく協力会社とのサプライチェーン内でのデータ連携を活かした生産性向上 

企業、業界をまたがったデータ連携の標準化と実現 

デジタル化 「すべての現実がデジタルでも表現できた世界」において、デジタルができることは何なのか、デジタルで

はできないことは何なのかを検討していきたい。 

自社製品のライフサイクルでつながることを期待しますが、まずは自社内での運用すること。 

ノウハウのデジタル化 

効率化 苦役からの解放と生産性の向上 

徹底的な効率化 

生産性向上 

見える化 見える化が進むことにより、様々な意思決定がスピーディになることに期待しています 

製造工程の見える化、予定通りに出荷すること 

変革 世界から取り残されないために、「将来」ではなく、すぐに、取り組みを加速してほしい。 

製造現場の劇的変を期待する。 

高度化 デジタル化や AI で設計の高度化を図る 

意思決定の高速化 

品質 製造工程を考えた場合、最終顧客商品の出来栄えを製造工程や素材の良品条件にフィードバック

することでよりよい商品に貢献できること。 

自動化 工作機械や建機のような大型、重量物の組立作業の自動化が実現するといい。 

全体最適 全体の最適化を目指すために、どこまで拾うか？が大切だと思っています。 

容易さ 誰にでも取り扱いやすく、導入が簡単であること。 

リスク対応 商流の並列化などリスクを含めた運用 

競争力 日本企業の競争力が高まること 
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Q11.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での運用までビジネスがつながる

ことが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

カテゴリ Q11.将来、スマートマニュファクチャリングにより素材など源流から、組み立て加工、最終顧客での

運用までビジネスがつながることが想定されます。 スマートマニュファクチャリングを実践する立場で

貴方の不安に思うところは何でしょうか？ 

人材 ビジネスでつながった際に、包括的に全体を管理していける人材が必要だが、なかなかそのような人材

が少ないと考えます。 

人材の偏りによる二極化が加速してしまう可能性 

人材の枯渇。 

人材の枯渇 

有効性 素材や商品のデータの開示が不十分なことによって、良品条件にうまくフィードバックができなくなること。 

これまで積み重ねてきた不断の努力による発展の程度にとどまる。 

セキュリティ強化により協力会社とのデータ連携が進まないこと 

人間が不要に 間接業務が減ることで従事していた人のモチベーションが下がるかもしれません。代わりの業務を担当し

てもらえるように教育も力を入れる必要があると思います。 

新しい方法を考えなくなるのではないか 

中小企業 末端の中小企業がついていかないと、投資にみあったサプライチェーンでの DX が構築できない 

それに乗り遅れた企業の孤立、大企業の一人勝ち 

コスト 経営が厳しい時も潤っている時も滞りなく一定の投資が行われる風土の醸成 

コスト、使いやすさ、問題発生時の対処など 

強制 法規制で強制されてスマートマニュファクチャリングを応用して実施するトップダウンと、スマートマニュファク

チャリングの利点を取り入れて本来のプロセス革新をするボトムアップのアプローチを考えた場合、前者

が先行してしまいそうで、両方のアプローチが整合して共に定着する世界は実現できるだろうか？ 

実現性 ・標準化が進まない事 

・実装技術が高度、難解で専門ベンダーに依頼せざる得なく高コストになる事 

淘汰 業界の淘汰が発生するにも関わらず、日本にはまだまだセーフティネットが弱い点 

負担 大手企業は利点が多いかもしれないが、中小の企業は負担が増えるばかりと感じる 

現場の理解 現場の人の理解（どこまで推進側から歩み寄って理解を得るか？） 

ビジネス 10.でも回答しましたが、ちゃんと課金できるかどうか 

レディネス 自社のレベルをどう上げるか。 

AI AI の成果物の検証手段 

セキュリティ セキュリティ 

調達 部品調達 
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Q12.貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや協

調領域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課題が考えられるでしょうか？  

 

カテゴリ Q12.貴社が、貴社の顧客から連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業

間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請された場合、どのような課題が考

えられるでしょうか？ 

セキュリティ 個人情報の取り扱いや社外からのハッキングなどのサイバー攻撃に対するセキュリティが課題として考え

られます。 

情報の機密性、情報流通の仕組み(セキュリティ)、必要な粒度の合意、社内に散らばった情報を集

約する仕組み 

同業他社との足並みの揃え方、ユーザを挟んだ情報共有のリスクが課題 

情報域の正確さとビジネスの発展への影響の不確かさ 

機密情報、秘密情報の判断が個人とならない仕組み 

情報漏洩や連携に関わるマニュアル作成 

セキュアな環境が担保されるか。 

固有技術の流出 

負担増 顧客 A と顧客 B が相互運用可能なソリューションで進めていない場合に２重の対応が必要になるの

では？ 

顧客の要求や標準化方向と社内の整理との間にずれがある場合に合わせこみの手間がかかる。 

プロセス ビジネスプロセスの整理ができておらず、要請に正確に応えることができるか判断しかねる部分が多く残

る 

計画管理と製造現場のスムーズな連携による PDCA 管理の強化を考えます。 

実現性 内容によっては、要求されたデータを算出する方法が分からない、や、算出する仕組みが弊社にあるの

か、など。 

素材、部品等の CO2 排出、化学物質情報収集 

標準化 共通の EDI ができるような業界標準プラットフォームや、仕様化。 

データ構造の共通化の実現と共通化による競争力の低下 

レディネス 数値化、データ化の遅れで、詳細データが正しいものを提供できるかどうか 

複数事業所が対応可能かどうか 

信頼性 社内的な負担増、データの信ぴょう性 

詳細データの正確さ 

外圧 ステークホルダー要求に応えることは必須であるが、何でもかんでも、欧米からの無意味な要求、要

望、規格、制度に追従し、外圧に応えることは、国力衰退の原因となる危険性がある。官民でのグラ

ンドデザインをしっかり構築するため、工業会がリードして頂きたい。 

やる気 経営トップの積極性が乏しく、個々の技術担当者のやる気も上がらない事 

コスト コスト負担やメリットの話が出るに違いない。 
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業務変革 プロセスの見直し 
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Q13.貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企業間で標準化すべきことや

協調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課題が考えられるでしょうか？ 

カテゴリ Q13.貴社が、貴社のサプライヤに連携（例：CO2 排出量や製造情報などのデータの提供、企

業間で標準化すべきことや協調領域として議論すべきこと）を要請する場合、どのような課題が考

えられるでしょうか？ 

セキュリティ  個人情報の取り扱いや社外からのハッキングなどのサイバー攻撃に対するセキュリティが課題として考え

られます。また会社の規模が小さいサプライヤの場合、IT スキルのある社員がいないときのシステム構築

も課題として考えられます。 

情報の機密性、情報流通の仕組み(セキュリティ)、必要な粒度の合意、社内に散らばった情報を集

約する仕組み 

セキュアな環境が担保できるか。 

比較可能なデータになり得るか。 

情報漏洩や連携に関わるマニュアル作成 

セキュリティと情報の信頼性 

セキュリティの問題 

実現性 

 

上流であればあるほど、サイプライヤの顧客 A、B、C、・・・の産業ドメインが多義にわたっている可能性

が高く、相互運用性に苦労されるのでは？ 

データの粒度やフォーマットの統一を嫌がると思われる 

地元企業との連携 

相手先の対応力 

データ開示 

 

Q１２と同様。また、情報を開示することで、自社の競争優位性が失われる懸念から十分な情報開

示が進めないこと 

データのオープン・クローズ戦略 

データ取得 

 

満足なデータが得られない可能性がある 

各社のデータ収集能力 

外圧 欧米基準でなく、日本にあったやり方で進めて欲しい。たとえ、欧米基準であるとしても、データ提供の

際には、換算係数を利用することで、使えるようなデータ基準にして欲しい 

信頼性 どこまで正確に対応いただけるか不明であり、対応を強く求めるとコストに跳ね返ってくる。 

レディネス データ化、数値化の遅れ。 

ルール策定 ルール作り、啓蒙活動 

その他 データ連携による QCD の計画・進捗・実績の可視化・共有で事実をもとにした調達交渉を考えま

す。 
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Q14.貴方の所属する会社では、DX をどの範囲まで検討されているでしょうか？  

 

 

 

Q15.貴方の所属する会社での DX の実施状況を教えてください。 

 

Q16.貴方の所属する会社がカバーする業種を教えてください。 
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Q17.貴社の概略売り上げ規模を教えてください。 

 

Q18.貴方の所属部門を教えてください。 

 

Q19.貴方の役職を教えてください。 
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Q20. 本セミナーをどのようにお知りになりましたか？（複数選択可） 
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５.セミナー当日のQ＆A 

事務局により要約。特に記載のない場合回答は講演者小和瀬様によるもの。 

 

No. DXへの取組に関して 
1 [質問] ITとOTを統合的に扱う戦略やマネジメントは多くの会社で苦労している点だと思いますが、それをDSTでマネ

ージしている、と理解して良いでしょうか？ 
とはいえ、最初はコミュニケーションなど壁や課題があったかと思いますが、いかがでしょうか。それはどのように越えたので
しょうか？ 
 
[回答] ITとOTの統合を進める上では、「まず目的を明確にして」、そして既存組織で「どこの部署が何をやっている
か」、「それで事足りるのかどうか」を確認し、「足りないパーツを足していく」ことが重要である。うちの例で言うと、生産
革新統括部はコンセプチュアルに上から攻める側、情報通信統括部とデータストラテジーチーム（DST)は、下側
（現場寄り）のデジタル化をターゲットにして取り組みを進めている。DSTチームは、デジタルトリプレットを用いた「製
造DX」と称する活動を行っており、これには現場に入り込んだ「泥臭い」作業も含まれる。例えば、匠の方の横に付い
て作業分解を行ったり、言語化が難しい匠の暗黙知を形式知化したりといった活動である。作業標準がない現場で
あれば、一緒になって作業標準を作成することもある。 
 
[質問]プロの内製化をされる様々なタレントの集団が荏原さんに魅力を感じて入ってきていますが、どうやってそうした
方々をモチベートしておられるのでしょうか 
 
[回答] デジタル化を推進するDSTチームは最初にCIOの配下ではなく、社長直轄の特別なチームとして設立し、給
与体系も考慮した。「社会インフラ産業インフラ」を支えるという会社の歴史や、「世のため人のため」という思いに魅力
を感じて入社する方が多く、さらにリファラル採用で仲間を呼ぶという好循環が生まれている。これは、チームとして高い
モチベーションと能力を維持し、困難な課題に取り組む原動力となる。DSTの話は未来の話なので、楽しい。 
 

2 [質問] DX銘柄2022の内容（3Dパラメトリック手法やAIクレーン、配管点検ロボット）や今日の資料での攻めの
DX（デジタルトリプレット）の活用などが出ていました。「事業部門主導で。テクノロジー部門は要素技術の標準化」 
とのことですが、事業部門からの自律的な提案を促すような仕掛けはあるのでしょうか？（ともすると変化への抵抗感
が妨げになり、提案が滞ったりしないかと） 
 
[回答] 荏原の製品（ポンプなど）は、もともと遠隔監視を行うといった性質を持っており、IoTやAIといった技術が進
化する以前の公衆回線の時から遠隔監視を行っていた歴史がある。このように、荏原の製品そのものがDXをやりや
すい特性を持っていたこと、そして元々事業戦略として遠隔監視などを考えていた歴史があることが、DX推進の土壌
となっている。さきほど荏原の DX をまとめたものは、私が仕掛けたものではなく、私が各部署でどんなことやっているか
聞いて集めたものである。3カ年計画等を事業部が立ててくる時に、私に相談に来る場合や、あるいは逆に経営会議
の時にどう考えているかこちらから言う場合もある。あれもこれも一度にはできないので優先順位をどうつけていくかがポ
イントである。 
 
今 DST が行っていることは事業部があまり今まで手がつけられなかったところである。DST は部門と組んでおり、必ず
成果を明確にして活動する。簡単にデジタルツインを使っておもちゃで遊んでいるような世界ではない。アンリアルレンジ
ンはBIM（Building Information Modeling）でデータを作って3D化していると 1、 2時間で取り込めてしまう。
標準のインターフェースがあって、企業として底力を上げておくということが必要ではと思っており、それは事業部門でも
あればどんどんやってもらうし、足りないところがあれば、ここはどう考えているのかみたいに聞く。あとは横展開をしていく。 
 
荏原自体が大学発のベンチャーだという所もあり、どんどん新しいことをやっていく体質をもっている。特にうちはアフター
マーケット、製品を納入してからの方が勝負であり、その状況が監視できることは大変良いことである。 

3 [質問] デジタルトリプレットの動画は非常に示唆に満ちていましたが、暗黙知から形式知への変換は簡単ではないよ
うに思います。現場においてどのように暗黙知の認知を行うのでしょうか。差し支えなければ教えてください。 
 
[回答] 匠の方の横に人が張り付いて形式知化する。作業標準がないような現場があれば、一緒になって作業標準
作る。デジタルで表面的な仕事だけではなくて、現場に入り込んでやることがDST の一つの特徴でもある。 

4 [質問] ロードマップ・ビジョン（p.31）での軸の取り方（利用者軸、機能・サービス軸）は非常に興味深いです。こ
れもDSTが主導して作っている、という事でしょうか。また、利用者軸は将来的にビジネス上のステークホルダー（顧客
は既に記載がありますが）へ広げていく可能性などは如何でしょうか。 
 
[回答] これは生成AIのロードマップ。製品仕様を固める時に、お客様からいただく仕様書をベースにサプライヤに投げ
て返ってきた千ページぐらいのものを今は営業担当が仕様書として固めていくのだが、生成AIで全部いっぺんにやって
しまおうとしている。テキストデータだけではなく、設計図、表、画像含めてマルチモーダルで精度を上げており、もうすぐ
実用化できると思っている。使われているかどうかもモニタリングしており、かなり工数削減できていると思う。海外展開
も進めてきているが、法律がなかなか難しい。アメリカは州単位で法律があり、難しい。法務を交えてしないといけない
が、こうしたところはうちだけ悩むのではなくて、ガイドラインを出してくれるとよい。 
 
[質問]利用者軸について、今のところは社内というところだが、将来的には取引先に広がっていくでしょうか。 
 
[回答] 間違いなく今後サプライヤをどう巻き込んでいくかが、生成AIだけではなくいろんなところで、ポイントになる。例
えば、サイバーセキュリティの話も絶対そう。経産省もサプライヤのサイバーセキュリティに対する管理も方針を出されて
いますので。 
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5 [質問] 今回の講演で、経営～業務部門～IT 部門の三位一体の企業変革をご説明いただきました。事業部門の
自覚と参画がキーと認識しましたが、プロジェクトを成功に導く上で、何か意識・工夫されている点はあるでしょうか？ 
 
[回答] どこの会社さんもそうだが、コミュニケーションにつきると思う。私は立場的にはやりやすい。外から来ているから。
社内の IT 部隊の言うことはみんな聞かないことが多いのだが、でも実は社内のIT部隊がすごいこともあるのだが、私
は乞われて荏原に入り、皆さんが耳を傾けていただけている。それが外部のコンサル会社でもよいのかもしれないが、コ
ンサル会社は絶対に自分たちがいらなくなるという提案はしない。私は一番いいコンサルは自分たちが要らなくなるとい
うコンサルタントだと思う。本当高いので本当に気をつけたほうが良いと思う。私は荏原の一員で、荏原をいい会社に
したいと思っており、そういう立場の上に耳を傾けていただける。 
 
業務標準化するのは大変じゃないですかと言われるが、日本の現場の方で、自分の仕事に自信持っておられる方は
山のようにいる。何年もそこやってきて、それを個別最適だと言ったら怒られてしまうのだが、私が言うのはグローバルで
義務標準化したいのですと。では今やられている仕事はグローバルで通じるのですかと言ったら、みんな大体固まる。な
ぜならグローバルでやることなんか考えていない。日本の工場は、よその工場の真似をしたらお前の提案はないのかって
怒られて育ってきている人たちが多い。特に我々の世代は。だから腹を割って本当にこのままで大丈夫ですかねという
のをやっていく。うちの社長も言っていますが一人一人が自分事化していかないといけない。IT 作るの？俺の仕事じゃ
ねえし、俺は業務で忙がしいのだから、でも俺が気に入る仕組み持ってこい、って言っているうちはうまくいかない。 
 
[質問]そういう意識も全社で共有しながらやっていくということですね? 
 
[回答]うちも決してうまくいっているとは言えないが、 ERP システムとか、大規模な変革のプロジェクト、別に IT に限
らないが、をする時には、普通はチェンジマネジメントを結構やる。 
 
だからうちもアタウェイ（Ataway）社のADKARというメソトロジーに乗って意識改革をしてもらっている。チェンジマネ
ジメントって結構欧米のプロジェクトは絶対に、例えば ERP 導入で一緒にやる。変革をする時は、仕事のやり方が根
本から変わるので、意識改革を一緒に同時にしないといけないのだが、あんまり（日本では）やられないですよね。 
仕事は IT がやるか、人間がやるか、この二つしかないと思って、 IT を大幅に変えるときに、その横にいる人間の意識
変えないとうまくいかない。 

 
No. 業務の標準化に関して 

1 [質問] 国内ではERPを会計システムとして使う例が多く、設計や生産側まで活用するユーザはまだまだ多くないと認
識しています。荏原様では全体最適を図るうえですべての領域にERPがつながっていると認識しましたが、そのディシジ
ョンを行う際に決め手になったのはどの点でしょうか。 
 
[回答] 
まず、ERP（Enterprise Resource Planning）は「経営資源（人・物・金・情報）」を全体最適で活用する経
営コンセプトであり、単なるシステムではない。正しくは「ERPシステム」と呼ぶべき。 
 
なぜ ERP システムが出てきたかというと、欧米では販売・生産・会計などの業務が機能別のシステムで管理されてい
たが、それがよくないので統合するためにERPシステムが登場した。それにもかかわらず、日本では、荏原もそうだったの
だがERPシステムを部分的（会計だけ、生産だけ）に使うケースが多く、本来の全体最適から外れた使い方してい
る。 
 
会計だけ入れてもいいのだが目的が大事。ERPシステムは、少なくともSAPは、原価計算をする、つまり製造指図を
出してその通りに出来高報告とか実績使用報告を上げるものであって、生産管理機能が弱く、日本のような細かい
現場管理には向いていない。  そのため、うちもAprisoというMES（製造実行システム）を併用して現場を補完し、
それで標準化しようとしている。しかし設計業務は製品ごとに手法が異なり、CADやPLMの統一は困難。無理な標
準化は避けるべき。ERPの価値は、すべての業務が会計仕訳につながる基幹業務の一体化にある。  システム導入
は手段であり、目的（何を達成したいか）を明確にすることが重要。ERPシステムの導入は非常に大変で、目的を
見失うと効果が出ない。 

2 [質問] 「業務レベルの低い会社にはERPシステムは導入できない」（p.49）とは成熟度（p.48）に関連する、と
考えてよいでしょうか。 
[回答]  
業務レベルで低い会社には ERP システムは導入できないと思っており、基幹業務を一気にあるレベルまで上げること
はそう簡単ではない。例えば販売と生産で品目コードが違う、BOMやMRPを使っていないなど。 
 
JQAのモデルでは、業務はレベルC→B→A→AA→AAAと進化。レベルAはプロセスが定義されている、AAはKPI管
理、AAAの最適化というのは今ならばAI。日本企業は多くがレベルCかBにとどまり、飛び越えることができていない。 
 
生産計画は最終的に作っているのは人間で、生産計画システムと言われているものは、実は日本の場合生産計画
支援システムになっている。人間の直感や経験に依存している。海外の場合は生産計画を工場単位で作っていな
い。グローバルで一元管理（例：ニベアは欧米2拠点で全世界の計画を立案）。サプライチェーンを考えるとその方
が効率的だから。欠品や計画の固定に対する考え方も異なり、日本は柔軟すぎる傾向がある。 
 
今テクノロジーが進化し最適化するようなツールが出てきている時に日本の業務だけは置き去りになってしまっている。
例えばプロセスマイディングのツールが出ており、SAPなどでは業務の実行履歴（タイムスタンプ付き）を可視化し、改
善に活用できる。日本企業ではこうした仕組みが整っておらず、業務の見える化が進んでいない。 

3 [質問]成熟度のご紹介に関連して、スマートマニュファクチャリングの適応度は標準化の世界でも評価モデルがいくつ
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か出ていると思いますが、今回のような経営まで含めたモデルはあるでしょうか。また今のISOとかIECの建て付けの中
でそうした議論ができるでしょうか。 
[回答] （北山工業会委員長）「成熟度モデル」は組織やIT基盤の定量評価に使われるモデルであり、「COBIT」
などの名称で知られているものがある。これはISO/IEC 50504にある。 
 
また、製造業のDX（デジタルトランスフォーメーション）に関する成熟度モデルとして、「SMKL（スマートマニュファクチ
ャリング改善レベル）」や「MLSMS」などがあり、これらは日本主導で策定が進められている。これらのモデルはOT
（Operational Technology）領域も含んでいる。 
 
ITとOTの両方の視点から成熟度を評価することが重要であり、経営層や現場の視点を持った「架け橋」となる人材
が必要とされる。広い視野を持ち、個別の状況を理解できる人材が、DX推進において鍵となる。 

 
No. サプライチェーン内のデータ連携に関して 

1 [質問] 社内／子会社でのDX（特にデータ連携）推進の他に、取引先へのDX推進の働きかけ、取り組みなどの
可能性は如何でしょうか？その場合、苦労した点などを教えてください。 
[質問] パラメトリック自動設計は自社活用とのことですが、これをサプライヤまで展開すると、バリューチェーンにおける
更なる改善などが可能となるのでしょうか？ 
 
[回答]  
変革プロジェクトでは「クイックウィン（早期成果）」が重要。最初に小さな成功を見せることで、関係者の関心と信
頼を得ることができる。日本企業では、プロジェクトがうまくいくと人が集まり、うまくいかないと離れていく傾向があるた
め、最初の成果が特に重要。自身の経験（例：花王でのグローバル業務標準化プロジェクト）では、まずタイで小
規模に始めて成果を出し、それをアジア、欧米、日本へと展開していった。花王のプロジェクトは10年かかったが、今の
日本企業にはそんなに時間の余裕はない。ITの進化が速く、製品がアナログからデジタルに変わる中で、迅速な対応
が求められている。経営層の巻き込みと意思決定のスピードが成功の鍵。計画に時間をかけすぎるのではなく、早く
実行に移すべき。特にERP導入など大規模なIT投資は、早期にトップの意思決定を得て、迅速に進める必要があ
る。 
 

2 [質問] 自社だけでなく取引先を含めたデータ連携というのは、最近ではデータスペースなどといった言葉で検討が進ん
でいるようですが、連携するデータの標準化のような動きは標準化の世界で出ているのでしょうか? 
 
[回答] （北山工業会委員長）データの定義や、フォーマット、階層構造といった情報モデルを業界や企業で策定
し国際標準まで持っていくっていう流れはすでにIECやISOにある。CDD（共通データ辞書）のようにIECで管理さ
れているグローバルなデータ辞書もある。所属工業界の方でも情報モデルのデータ辞書にこう組み込んでいく取組に
着手した状況である。 

 
No. 標準化関連 

1 [質問] テクノロジー部門の「要素技術」標準化（p.24）は社内の業務標準化を技術面で支えるものと認識しまし
たが、外部とのコミュニケーションにおいて今後業界内で標準化できたらよい、とか、荏原様から見て、業界内での標
準化でコストダウンを図りたい、効率を上げたい、というような領域はありますでしょうか? 
 
[回答]業務を差別化するところと差別化しないところの話があると思う。例えば売掛管理の仕組みがすごいと言って
も、結局それでアウトプットが意味なければ無意味。今クラウドに乗るところは多分差別化しないポイントで、実は実
行業務にはほとんど差別化ポイントは無いはず。そうしたところはもう少しスリム化しないといけない。 
国内だけの領域を考えるのか、それともグローバルで考えるのかによってもちょっと変わる。商習慣の違い、法的要件の
違いがあるので、そのあたりを考慮した上で標準化をどう考えるかというともう少し考えなくてはいけないと思う。 
日本は本当にエコシステムが育たない。Industry4.0も護送船団方式をしないとダメではと思っている。 
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付録 講演資料 
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IEC/SyC SM国内審議委員会 工業会横断委員会 

委員／オブザーバ／事務局一覧 

 
（一財）製造科学技術センター   （一社）電子情報技術産業協会 

（一社）日本機械工業連合会   （一社）日本工作機械工業会  

（一社）日本産業機械工業会   （一社）日本電気計測器工業会 

（一社）日本電機工業会   （一社）日本電気制御技術工業会 

（一社）日本ロボット工業会   （一社）情報通信ネットワーク産業協会 

（一社）日本自動車工業会   （一社）日本自動車部品工業会     

ロボット革命・産業IoTイニシアティブ協議会 

 

 

 


